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第 1章実験方法
一-第 1編緒 = Eヨ
頚動脈毛主(以下頚誌と略称)と血液像との関係に関する報告は従来，誠に家々たるものがあ
り，僅に 1915年 Bethke Iが本幸1~ と造血臓器との関連性を主張した他，稲葉，山崎等の本建刻
出に依る血液像の変動に関する報告をみるに過ぎなし、。教室の深町は 1949年，本惑が赤血球調
節機能を有する事を報告して以来，本毛主と赤血球調節に関する数々の研究を報告してし、るの
赤血球の神経性調節に掛川、ては 1928年 HoιLindhardt，1929年 Guntherが臨床的に此
れを主張して以来， Castex，Foa-Raizin，Riccitelli，Urra-Baena，飯田，桜井，杉浦，中
村，和田等が，その中枢立立びに遠心性径路;vこ就し、て報告しているO 小宮教授は 1934年来， r血‘
球の神経性調節Jに関する一連の研究を系統的に行し、，その門下の上回，上野，那須，林田等
は赤血球の部門を担当し，その中枢及び遠心性径路を極めて詳細且系統的に実証しているO
以上の如く，その中枢及び遠心性径路に就いては従来比較的多くの研究がみられたが，求心
性径路に関する研究は深町のそれを以って犠矢とするものであった。著者は氏のあとを受け，
各種負荷試験に依る赤血球愛動(両側頚謹存在例〉
]日せるもの |不恋 1 減少せるもの
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頚強と赤血球調節に関する二三の点， EM~中，本訟を起点とする赤血球調節の求心性径路に就 L 、
て検索を行L、，興味ある結果を得たのでこ Lに報告する次第であるO
第 2編頚動脈惑の赤血球調蔀機能は 第 2章実験成績
代償されるや否やの問題 第 1節 両側頚毛主存在例
第 1章実験材料控びに実験方法 成績は第 2表の如くである。即ち増加性負荷(赤
本編に於いては深町の述べた頚誌の赤血球誠節機 血球を増加せしめる負荷方法〉である青酸曹達
能が，時日の経過と Lもに他の器管に依って代償さ (NaCN)，硫化曹達 (Na~S)，運動の各負荷に於いて
れるや否やを知らんとし，第 1表に示す如き，教室 はともに 20例中 18例が 10%以上の赤血球増加(以
に於て顕強別出を受け 2年以上経た症例70例(内 4 下赤増と略す〉を示しており，減少性負荷(赤血球
年以上経たもの 57例 81.4%)，並びに対照として当 を減少せしめる負荷方法〉たる O 2 V. B]の各負荷
科入院の比較的健康に近し、症例に就L、て検索した。 に於いては， 20例中 15例が 15%以上の赤血球誠
実験方法はすべて深町のそれと同様であるが，酸素 少(旬、下赤誠とl略す〉を示し， 10%~、下の赤誠にと 
(02)負荷に関してば，エーテル装置を除外した閉鎖 どまったものは O2に 1例，V. B]に2例あったに過
循環式麻酔器を用いた。 ぎなかった。
第 1表頭越易1出遠隔症例 第 2節 片側頚盤別出遠隔例
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成績は第 3表に示す如くである。即ち増加性負荷
計 計 30例に於いては， Na2S負1苛の 1例を除いてすべ
て10%以上の赤増がみられ，叉被少性負荷計 20例
9 に於ては V.B1負荷の 2例を除いて，全例 10%以上
28 の赤減がみられた。
20 
第 3節両側頭越別出遠隔例
7 
6 
成績は第 4表の如くである。即ち増加性負荷60例
に於いて赤増を示したものは 1例も存在せず叉，減
70 少性負荷 40例に於L、て赤滅を示したものは 1例も
存在しなし、。次に注目すべき事は増加性負荷の中，
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第 4表 各種負荷試験に依る赤血球委動(両側頚毛主別出遠隔例〉
不倒| 減少せる症例
吋竺度!増一例
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運動は不安例 13例， 10%以上減少せるもの 2例で
あったのに対し， NaCN，Na2Sに於いては不安例と
もに 4例で， 1P%以上の赤減を示せるものが夫々 11
例， 10例あった一事実である。 
第3章小 括 
NaCN，Na2S，運動負荷に依る赤増， O2，.V. B1 
負荷に依る赤滅は片側の頚毛主が存在する限り，術後
数年を経た場合に於いても健康例と全く同様に現わ
れるが，両側別出の場合は術後平均5年に及ぶ，51 
例の症例に於ける延べ計 100回の検査に於いて全く
現われなかった。このことより頚誌の赤血球諜節機
能は永久に他の器官に依って代償され得ぬものであ
ると思われる。
第 3編頚動脈醤の赤血球調簡刺激感受機序
第 1章実験方法
本編に於いては頚誌が赤血球増減の刺激として感 
受するものは，血中に現われるいかなる斐化である
かを追求した。深町はこれを血液酸度の菱化に求め 
た。即ち NaCN等はいずれも血液を酸性側に傾け，
O辺等は逆にアルカリ担1]に傾け，この菱化を頚毛主が赤
血球増減の刺激として感受するのではなし、かと述べ
た。併し乍ら前編第4表に示す如<， NaCN，Na2S 
負荷が他の負荷の場合に比し甚だ異った成績を示す
事実より，著者は氏の所論に対し更に検索を加えん
としたものである。
酷酸負荷は深町のそれと同様に行い，重曹水負荷
75 4 204 
82 2064 
。、 2 20513 
。。。 2017 
。 。。 2018 
は 7%重曹水 100ccを30分間で点滴注入した。叉
血液酸度は Hastings及び Sendroyの複色法愛
法により Reiz氏光電比色計にて，乳酸は Barker，
Jummerson氏法，蕉性葡萄酸(以下蕉酸と略〉は
Friedmann氏法により夫々測定した。
第 2章実験成績
第 l節酸並びにアルカリの赤血球数に
及ぼす影響と~~盤の意義
酸としては酷酸，アルカリとしては 7%重曹水を
選んだ。成績は第 5表の如くである。 
1) 酷酸負荷試験
健康例に於いては10例中 5例が 15%以上， 5例が 
10%以上の赤増を示したが，両側頚悲劇出遠隔例で
は， 15例中 12例が 5-.10%の赤誠を示し， 3例が不
~例で赤増を示したものは 1 例も存在しなかった。 
2) 重曹水負荷試験
健康例に於いては10例中 6例が 15%以上， 4例が
10%以上の赤誠を示したが，両側頚悲劇出遠隔例で
は 10例中 9例が不安例であり，僅に 1例が 6%の 
赤滅を示したにとどまった。
第 2節各種負荷試験に於ける血液性状の斐動
前編にて施行した各種負荷試験が血液性状にいか
なる~動を与えるかを検索し第 6 表の如き成績を得
た。。血液酸度の斐動
増加性負荷に於し、ては，運動の場合明らかに酸側
上6
第5表 酸及びアルカリ負荷に依る赤血球斐動
負荷よ¥;1-症例 合計
-15% | 10~ー | -5%5%ノノ以+15上 94|[以 上96!|旬+、10上 +5%方法 以上以 以上 ‘ 
酷酸 健 康 例 5 5 。 。 。 。 。 10 
負荷 。 。 。 。。 153 12両側頚毛主別出遠隔例
。。 。 。 1061 3健 康 '例重曹水
負荷 1 。。 。。 。 109両側頚種別出遠隔例
1了後
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第 6表各種負荷試験に於ける血液性状の要犯 激として感受するのは，血波障を度の恋化と Lもに， 
7317γ 
7.37 7.38 
13.2 110.5 19.5 9.2 8.8 
負 荷蕉酸 0.78i 0.721 0.68 0.67 0.71 
7.43 7.43 7.45 
乳酸 9.2 7.0 6.3 I 8.1 9.6 
負 荷蕉酸 0.66 0.64 0.58 0.64 0.62 
pH 7.46 7.42 
運動負荷|乳酸 7.7 13.7 114.9 110.1 8.7 
悲酸 0.62 0.99i 0.98 0.95 0.73 
7.38 7.41 
酸素負荷|乳椴 10.1 8.2 
0.671 0.55 
|10.3 
0.871
それと別個の刺激が存在するものと思われるのであ
る。然らばこれらの物質はし、かなる形で頚惑に対し
て赤増刺激となるのであろうか。著者の実験を以て
第 1'Th('i:実験方法
頚誌に於L、て感受された赤血球訪問i刺激が，まず
上頚部交感神経節(以下J-~!iKj~筒j と略称〉に至る事は
してもなお不明であるが，それらが，それに毒物で
あり，且つ，頚毛主に作用して呼吸j'JL奮を起す物質で
ある点より考え，一次的に，頭越に対して赤増刺激
となるのではないかと忠われる。
第 4編頚動脈越を趣点とすお
赤血球調節の求心性径路
pH 深町が人体に於いて実証した処で、あるが，著者は上
顎節より中枢に至る径路を家兎に就いて追求した。
蕉酸 木問題に就いては教室の高村と共同で行し、J氏はそ
の組織学的面の追求を行っている。
負荷物質としては NaCN，Na2Sを用L、夫々， kgミシ B荷1 乳酸| 
当り 0.6mg，1.25 mgを 4ccの生理的食塩水と Lも負 蕉酸 
1V.Bョ，Oは逆に著しい減量:がみられている。叉 負 例.10%以上の赤増がみられ，最高は 100万以上の
荷の場合は同じく著しく減量がみられていた。 増加がみられた。
第3章小 括 第 2節両iWJ上顎節別出家兎
木綿の成績より考按すれば次の如くである。即ち 前述の ~~~iHTの所前を確認すべく，フド手術施行家兎
深町の述べた如く頭越が酸，アルカリを夫々赤増， に NaCN負荷を行い第8表の成績を得た。この場
赤j威の刺激として感受する事は確実である。叉運動 合健康家兎にみられた赤増は全く現われなくなり，
負荷が血中の乳酸，蕉酸量を著しく増量せしめ，且つ 3例に於し、て逆に若しい減少が認められた。 とれは
血液酸度を酸性側に傾け， O2，V.B1負荷が，逆に 人体の両側頚密別出例に NaCN負荷を行った場合
血中乳酸，茶、酸量を著しく減量せしめ，且血液酸度 と同様で、ある。
を多少ともアルカリ側に傾けるとし、う著者の実験成 第3節両損li交感神経節切断家兎
績はこの事を事分裏付けるに足るものである。然る 第 9表に示す如し木手術施行家兎に NaCNを
に運動と同様に赤血球を増加せしめ乍ら， NaCN， 負荷すると，健康家日兎と全〈同様著しい赤増がみら 
Na2S負荷に於いては乳酸，蕉酸は逆に著しく減量 れた。最高は 21%，114万増加を示している(切断
し，血液酸度は不安むしろアルカり側に傾いた。こ J部位は第 1図A)。
の事実より NaCN，Na2S負荷による赤増は運動の 第 4節上顎筒j迷走神経連合枝切断家兎
場合のそれとは異り，血液が酸性側に傾くことによ 本手術施行家兎に NaCNを負荷した場合の成績
って起るのではないと云える己即ち顕誌が赤増の刺 は第10表に示す如くで，赤増は全くみられず，逆に
に移行することが認められたが， NaCN，Na2Sの
場合はそれがみられず，むしろ NaCNに於いてはア
ルカリ側に傾くことが認められた。叉減少性負荷に
於いては O2，V.B1ともに極めて僅かであるがアル
カジ側に傾〈ことが認められた。 
2) 血中乳駿，悲酸量の~動
運動負荷に於いては乳酸は 2倍，蕉酸は1.5f告に
増量している。これに対して NaCN，Na2Sの場合
に可及的ゆるやかに耳静脈に註て入した。手術方法は
高村の論文に詳しいので省略する。
第 2'Fj'!:実験成績
第 1節健康家兎
健康家兎に NaCNを負荷すると第 7表に示す如
<，人体に於けると同様著しい赤増が現われた。即ち 
10例中 7例が 15%以上の赤増を示し，最高は 100
万以上にも及んでいる。
次に同じく健康家兎 5例に Na2Sを負荷した処全
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第 7表 青酸曹達負荷に依る赤血球~動(健康家兎〉
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36 I 641 I 695 I+ 8.1 I 675 I+ 5.0 I 667 I+ 4.0 I 652 I+ 1.5 
37 I 480 I 579 I十 20.1 I . 576 I+ 20.0 I 466 I -2.6 I 428 I -10.5 
38 545 625 I十 14.5 I 669 I+ 22.5 I 704 I十 29.2 I 494 I -9.1 
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第 8表 青酸曹達負荷に依る赤血球斐動(両側上顎節易Ij出家兎〉
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迷走神経
4例に於いては 10%以上の赤減を示している。叉第 L、ものである占丸低圧負荷に依る赤増が到墜易Ij出に 
1節に示した家兎5例に本手術施行後 Na2Sを負荷 依り消失する事は容易に背けることで、ある。依つで
した場合も，赤増は全くみられず，逆に 3例が 10% 著者は「イ J負荷に依る赤増が孜々の求心性径路遮断
以上の赤滅を示していた(切断部{立は第1図B)。 の場合に現われるや否や，叉 NaCN，Na2S負荷に
第 3章小 括 よる赤増が氏等の遠心性径路遮断の場合に現われる
本編の成績より考投すれば次の如くである。 や否やを検討し，更に氏等がf疋圧並びに「イ J負荷の
従来，深町が述べた如く，頚毛主に感受された赤血 際中枢神経性に産生される事を実証した，所謂催赤
球調節i刺激がk行して上顎節jに至る事問は，家兎に就 血球増加性物質に就し、て:if;求した。
いて行った著者の成績よりも確実である。叉上主t;飾 脊髄切断(士林旧に従い，血清J采l医は那須に従し、，
よりの径路は従来考えられていた如く，脊髄に入る NaCN，NaョS負荷の場合は負荷後 30分の血清・を使
のではなくして，上顎節と迷走神経との間に存在す 用した。
る連合枝を経て，迷走神経に入り，これを中枢に上 第 2~'t実験成績
行するものと思われるのであるく第 1図参照〉。 第 1節 イスラビンに関して
こLに於いて従来小宮教授らによって解明された 那須は「イ J負荷に依る赤増が，顕髄切断家兎，第
赤血球調節の中枢立立びに遠心性径路に対して，その求 3胸神経を境としてその上で・脊髄を切断した家鬼，
心性径路が略々解明せられたと信ずる次第である。 腹腔神経節別出兼小内臓神経より副腎への分校切断
家兎では現われなくなり，脊髄も第3胸神経の下で
切断した家兎では現われることより，これを支閲す
る神経は，室長H揮を通過し， t陶髄第3節以下で脊髄を
脱出し，内臓神経，腹腔神経節を経て腹部!臓器就1"'1，
肝，牌に分布するのであろうと主張し，林旧，上田
は低圧負荷による赤増の調節径路もこれと同一であ
る事を実験的に主張してし、るo 
!Jl笛 本節に於いてはこの「イ J負荷に依る赤増が前編に
述べた求心性径路遮断の場合に現われるや否やを検
討した。
まづ那須の方法に従い健康家兎5例に「イ J負荷を
行った処，全例著しい赤増が現われた。即ち 2例は 
20%以上， 2例は 15%以上の赤増を示L，最高 200
万に達する増加を示したものもあった。次に両側上 
!lffJ官li迷走神経連合校(以下連合枝と略称〉切断家兎 
第 1 図 5例に就いて検討した処， 1例が著しい赤滅を示した
第5編前編に越ベた求心性径路主従来 外すべて士 5%の誤差範囲を動揺する斐動で赤増
実証された濯心性径路との関係 は全く認められなかった。次に此の成績が手術侵襲
第 1章緒 言 による影響より来るものでなし、かを考慮して，木手
ヌド編に於いて著者は，前編に述べた赤血球調節の 術と同部位，同程度の侵襲である，両側交感神経幹
求心性径路が，従来小宮教授等に依って実証されて 切断術を受けた家兎3例に就いて検討した処， 3例
きたその遠心性径路と果して反射弓をなすや否やを とも判然と赤増を示し， 1WUvま100万以上もの赤増
検討せんとした。小宮門下の林田，那須，上回らは低 がみられた。
圧並びにイスラピン(以下「イ Jと略称〉負荷より，そ 第 2節青円安曹達負荷に関して
の遠心性径路を論じ，教室の深町並に著者は NaCN， NaCN負荷に依る赤増の求{il生径路は前編に述 
Na2S負荷より，その求心性径路を述べ，従って両 べたが，この遠心性径路が那須等の主張するものと
者はその負荷方法を異にしている。唯，深町は呼気 同ーや否やを検討した。
負荷に依る赤増が頚悲別出に依って消失する事を実 脊髄を胸髄第3節及び第4筒jで切断した家兎に
証しており，本負荷と低圧負荷とは原理的に相等し NaCNを負荷した場合の成績は第 11表及び第12表
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第 11表 青酸曹達負荷に依る赤血球斐動(第三胸髄切断家兎〉 
3 I - 5.0 1 527 1 - 4.5 J 488 I一山I510 j- 7.5 
第 12表 青酸曹達負荷に依る赤血球~動(第四胸髄切断家兎〕
|前 I 15 分後 I 30 分後 I 45 分後 I 60 分後
家兎番号i~JÍß.f~~ I赤峨|平和赤血球|物同両手妻子赤血球 1物 
64 404 409 十1.3 464 
65 360 387 十 7.3 395 
66 537 546 +1.8 581 
434 447 十 3.0 480 
の如くである。
即ち前者に於いては，全く赤増がみられず，逆に 
2例に於いて著しい赤減がみられた。 これに対し後
者では，各例とも略々健康家兎と同様の赤増がみら
れたのである。
第 3節硫化曹j主に関して
胸髄第3節切断家兎に Na2Sを負荷すると，健康
家兎にみられた赤増は全くみられなくなり， 3例中 
2例に於いて逆に著しし、赤誠がみられた。 これに対
して胸髄第 4節切断家兎では同様に脊髄切断を受け
乍ら 3例とも 15%以上の赤増がみられ，最高は 123
万の赤増であった。
第 4節所謂催赤血球増加性物質と
求心性径路との関係
那須，上回は夫々「イ j及び低圧負荷による赤増の
機序を研究L，これら負荷を受けた家兎血清中には 
赤血球を増加せしめる物質が産生される事を指摘し
てこれを Erythropoetinと名付け，本物質産生が
中枢神経性支配を受ける事を主張した。即ち「イ」叉
は低圧を負荷した家兎の血清を他の家兎に注射する
と赤増が現れるが，氏等q実証した遠心性径路を切
断した家兎に「イ j叉は低圧を負荷し，その血清を他 
の家兎に注射しでも赤増は起らず，且つ本物質の作 
用は末梢性であると述べている。
本節広於いて著者は「イ J，NaCN，Na..Sに就い
て夫々木物質産生を検索し，次でこの産生と求心性
径路との関係を追求し，赤血球調節の姿を更に明ら
+14.8 + 4.5 
+ 9.7 十 20.0 
+10.1 
482 十 19.1 422 
414 十 14.9 433 
503 - 6.2 505 - 6.0 
j +10.5) 466 1+7.5) 453 
かにせんと試みた。 
1) rイJ負荷の場合 
A) 健康家兎に「イ Jを負荷し，その血清を{也の健
康家兎に注射した場合
まづ，那須の実験を追試したが，この場合「イ Jそ
れ自体を負荷ぜると同様， 3例とも判然と赤増がみ
られ，平均値に於いて負荷後 3時間 16.3%，85万の
赤増がみられた。 
B) 求心性径路切断家兎に「イ Jを負荷し，その血
清を健康家兎に注射した場合
連合枝切断家兎に「イ jを負荷し，その血清を健康
家兎に注射すると， A)とは全〈異り，赤増は全然
現われなかった。即ち3例とも， 8~11% の赤減が
みられたのみで、あった。 
C) 健康家兎に「イ」を負荷し，その血清を求心性
径路切断家兎に注射した場合
健康家兎に「イ jを負荷し，その血清を連合枝切断
家鬼に注射した場合を検討した処，これを健康家兎
に注射した場合と同様に， 3例とも 15%以上の赤増
がみられ，平均値に於いて 3時間後に 20%，88万の
増加を示していた。
2) NaCN負荷の場合
A) 健康家兎に NaCNを負荷し，その血清を他
の健康家兎に注射した場合 
NaCNも叉「イ Jの知く，その負荷を受けた家兎血
清中に赤増を起す物質を産生せしめるや否やを検し
第 13表の如き成績を得た。即ちこの場合" NaCN 
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健康家兎に青酸曹j査を賞街しその血清を他の健康家電，~;こ注射した場合の赤血球斐動第 13表
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NaCNの場合と同じく 3例とも薯しい赤増が認め
られ， 2例は 100万以上増加を示し， Na2Sそれ自体
を負荷した場合と全く同様であった。
B) 求心性径路切断家兎に Na2Sを負荷し，その
血清を健康家兎に注射した場合
両側連合枝切断家兎に Na~S を負荷して，その血
清を健康家兎に注射すると，A) の場合とは異り，
3例とも赤増は現われず， 1例に於し、て逆に赤減を示
していた。 
C) 健康家兎に Na2Sを負荷し，その血清を求心
性径路切断家兎に注射した場合
健康家兎に Na2Sを負荷して，その血清を連合枝
切断家兎に注射すると， 3例とも判然と赤増を示し， 
特に 1例は 150万もの増加を示して平均94万の赤
増であった。
第3章小 括
本編に於L、て著者は，まず「イ J負荷に依る赤増が
それ自体を負荷した場合に比して柏々程度は侭いけ 
れども全例に赤増がみられた。
I;3)求心性径路切断家兎に NaCNを負荷し，そ
の血清を健康家取に注射した場合 
両側上顎節別出家兎に NaCNを負荷して，その 
30分後の血清を健康家兎に注射した場合の成績は
第 14表に:示す如くである。即ち赤増は全くみられ
ず， 2例に於いて逆に著しい赤減がみられた。 
C) 健康家兎に NaCNを負荷し，その血清を求
心性径路切断家兎に注射した場合
求心性径路として 1例は両側上頚節別出， 2例は
両側連合校切断家兎を用いたが，いずれの場合も著 
しい赤増が認められ 2例は 100万以上，他の 1例は
60万以上の赤増を示した。 
3) Na2S負荷の場合 
A) 健康家兎に Na2Sを負荷し，その血清を他の
健康家兎に注射した場合
+ 
9.211 
+10.8I1 
lT 
第 14表 求心性径路切断家兎に青酸曹達を負荷しその血清を健康家兎に注射じた場合の赤血球愛動 
血清採取家兎 [jlj 30 分後 
+1.6% 
-1.811 
-2.0/1 
国
30 分 後 45 分後 60 分後1 1 
平均 502J J 482 I-4.0 I454 J - 9.6 J 458 481 J - 4.1 
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著者等の実証した求心性径路切断に依って現われな， 
くなる事を示し，叉 NaCN，Na2S負荷に依る赤増
が，林田らの実証した遠心性径路切断に依って現わ
れなくなる事を示した。この成績より考按すれば，従
来林田等小宮門下の人々に依って実証された赤血球
調節jの遠心性径路と，教室の深町並に著者が実証し
たその求心性径路とは，別個のものでなく，完全に
反射弓を形成するものと息われるのである。更に著
者は前章第 3節に於いて，那須が「イ J負荷に依って
血清中に産生され，且つ氏の遠心性径路切断に依つ
てその産生が回止されると述べた催赤血球増加性物
質が，著者等の求心性径路切断に依つでも完全に阻
止される事を証明"L，叉裏若等が使用した NaCN，
生物質を産生せしめ，且'1も夫々催赤血球増加Na2S
つ本物質産生は求心性径路切断に依って完全に阻止
され叉その作用が末棺性である事を実証した。
以上の成績を綜合して，著者は赤血球調節が以下
の如くして行われているものと考えるのである。即
ち，赤増の刺激がまず頚墾に於いて感受され，上顎
節，迷走神経を経て中枢である問脳に至り，ついで
こ与を下行し，頚髄を経て，胸髄第 3節以下で脊髄
を脱出し，内臓神経を経て腹腔神経節に至り，本節
より腹部臓器恐らく，肝，牌などに至り，此処に於
いて中枢神経性に赤増を起す物質が産生され，本物
質の末梢性作用に依って，赤血球が駆出されるもの
と忠われるのである。
第6編 総括控びに結論
血球の神経性調節に関する研究は 1927"" 1928年， Schulhof-Matties，Ho旺-Lindhardt， 
Rosenow，豆・越智等の報告以来，多くの人々に依って行われ，就中本邦の小宮教授は 20年余
にわたって本問題の系統的研究を続けてきた。併し乍らその求心性径路に創刊ミては， 1949年教
室の深町が頭珪が赤血調節の起，点で、あることを発表する迄全く疑問のま L放置されていたので‘
ある 著者は氏のあとを受け，頚毛主主赤血球調節，就中，本毛主を起点とする赤血球調節の求心O
性径路に就L、て研究を行い，以下の如き新しき知見を得た。 
1) 頚誌は従来深町が述べた如く，赤血球調節機能を有し，本機能は半永久的に他の器官に
依って代償されないものであるO 
2) 頚誌が血中に現われる酸度の変化を赤血球増減の刺激として感受する事は深町の述べた
如く確実であるが， NaCN，Na2Sの如き物質は血液性状を酸性側に傾けることに依って赤増刺
激となるものではなく，別個の異った形で、赤増刺激となるものと息われる O 即ち頚誌に対する
赤血球調節刺激は単一のものではなし、。 
3) 頚球を起点とする赤血球調節の求心性径路は，まず上5賓館jに至り，次いで迷走神経との
連合枝を経て迷走神経に入り，本神経を上行して中枢に至るものであるO 
4) 従来，小宮門下の人々に依って主張されてきた赤血球調節の遠心性経路と， 3)に述べた
求心性径路とは別個のものではなく，完全に反射弓を形成するものである O 叉氏等が「イ J，低
圧負荷に依って主張した所謂催赤血球増加性物質は， NaCN，Na2S負荷に依っても産生され，
且つ中枢神経性に産生されるものであるO
稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導御鞭達を賜わり且つ御校闘を戴いた恩師中山教授に対し
て深甚なる感謝の意を表するとともに，教室員諸子の御協力を深謝致します。なお本研究の一部
は鈴木助教授(現整形外科教授〉に対する文部省科学研究資金によるものであり，同教民tこ深謝
致します。
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